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－ １ －

［
以
下
は
、
何
時
も
ご
寄
稿
い
た
だ
い

て
い
る
、
栃
木
県
立
盲
学
校
の
、
小

池
上
惇
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
も
の

で
す
。
］

今
回
は
本
校
の
生
徒
が
行
っ
た
症
例
研

究
を
紹
介
し
ま
す
。

内
容
的
に
は
少
し
難
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
本
校
学
生
の
学
習
の
一
端
を
知

っ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

一
．
は
じ
め
に

理
療
科
の
時
間
で
鍼
麻
酔
を
用
い
た
手
術
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
そ
の
一
年
後
に
自
分
が
一
番
辛
い
と
思
っ
て
い

た
左
頸
部
僧
帽
筋
の
こ
り
に
対
す
る
パ
ル
ス
療
法
の
効
果
を
実

感
し
た
こ
と
か
ら
パ
ル
ス
療
法
に
興
味
を
持
ち
、
そ
の
効
果
に

つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
に
し
た
。
対
象
疾
患
と
し
て
、
そ
の
効

果
が
客
観
的
に
評
価
し
や
す
い
五
十
肩
を
選
ん
だ
。

し
か
し
、
五
十
肩
の
治
療
で
は
パ
ル
ス
の
み
で
な
く
あ
ん
摩

や
運
動
法
を
加
え
た
ほ
う
が
効
果
を
得
ら
れ
る
と
考
え
、
パ
ル

ス
を
中
心
に
総
合
的
な
治
療
を
行
っ
た
。

五十肩に対する理療施術の効果

～パルスを中心に～

専攻科理療科３年 宇都宮太郎
 

二
．
鍼
麻
酔
と
は

鍼
麻
酔
は
鍼
を
電
極
と
し
た
低
周
波
通
電
に
よ
り
疼
痛
閾
値

を
上
昇
さ
せ
、
皮
膚
切
開
が
可
能
な
状
態
、
す
な
わ
ち
麻
酔
の

か
か
っ
た
状
態
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。(

触
圧
覚
・
温
度
覚
は

正
常
、
意
識
レ
ベ
ル
も
ほ
ぼ
平
常
状
態
を
保
つ)

一
九
五
〇
年
代

中
華
人
民
共
和
国
よ
り
研
究
が
始
ま
っ

た
。

一
九
六
〇
年
代

中
国
各
地
で
臨
床
研
究
に
移
さ
れ
た
。

一
九
七
〇
年
前
半

約
四
〇
万
人
に
対
し
鍼
麻
酔
に
よ
る
手

術
が
行
わ
れ
、
九
〇
％
程
度
の
成
功
率

が
報
告
。

三
．
五
十
肩(

肩
関
節
周
囲
炎)

と
は

四
〇
歳
以
降
で
特
に
五
〇
歳
か
ら
六
五
歳
の
間
に
最
も
多
く

発
症
す
る
こ
と
か
ら
、
五
十
肩
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

症
状
と
し
て
は
、
肩
関
節
お
よ
び
上
肢
の
運
動
障
害
と
同
部

位
の
著
し
い
疼
痛
を
主
張
す
る
疾
患
で
あ
る
。

腱
・
靭
帯
・
滑
液
胞
な
ど
の
炎
症
に
よ
る
疼
痛
と
こ
れ
に
伴

う
肩
関
節
の
拘
縮
が
起
こ
り
、
運
動
制
限
が
現
れ
る
。

周
辺
疾
患
と
し
て
は
、
上
腕
二
頭
筋
長
頭
腱
腱
鞘
炎
・
腱
板

炎
・
肩
峰
下
滑
液
包
炎
・
石
灰
沈
着
性
腱
板
炎
・
腱
板
断
裂
な

ど
で
、
い
ず
れ
も
非
外
傷
性
の
も
の
で
あ
る
。

病
院
で
の
治
療
と
し
て
は
、
肩
甲
上
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
や
ス
テ



－ ２ －

施
術
目
的

右
肩
関
節
の
運
動
時
痛
の
除
去

右
肩
関
節
の
可
動
域
の
増
大

施
術
法

あ
ん
摩
：
頚
肩
背
上
肢

（
肩
関
節
の
運
動
法
を
入
れ
な
が
ら
）

パ
ル
ス
：
右
間
溝
、
右
天
宗

（
二
ヘ
ル
ツ
で
一
〇
分
）

置

鍼
：
右
肩
貞
、
右
曲
垣

鍼
は
す
べ
て
寸
三
の
三
番
を
用
い
る

五
．
経
過

第
一
回
目

七
月
七
日

診
察
を
し
、
施
術
法
を
決
め
た
。
運
動
痛
は
か
な
り
ひ
ど

く
、
結
髪
不
能
で
や
っ
と
頭
が
さ
わ
れ
る
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。

第
二
回
目

九
月
六
日

術
前R

O
M

屈
曲
一
四
二
度
伸
展
三
二
度
外
転
七
二
度

結
帯
（
第
七
頚
椎
か
ら
脊
中
）
四
二
㎝
／

（
母
指
か
ら
脊
中
）
四
㎝

術
後R

O
M

屈
曲
一
四
五
度
伸
展
三
一
度
外
転
七
三
度

結
帯
三
八
㎝
／
三
．
五
㎝

所

見

二
ヶ
月
の
休
み
が
入
り
、
左
肩
関
節
も
屈
曲
す
る

と
痛
み
が
出
て
き
た
と
の
こ
と
。

左
天
宗
に
強
い
圧
痛
・
硬
結
が
あ
る
。
腹
臥
位
で
あ
ん
摩
を

ロ
イ
ド
剤
の
肩
関
節
部
へ
の
注
入
な
ど
も
行
わ

れ
て
い
る
。

四
．
症

例

患

者

六
五
歳

女
性

（
臨
床
室
に
来
て
い
る
患
者
）

再
診
年
月
日

平
成
十
六
年
七
月
七
日

主

訴

右
肩
が
痛
く
て
動
か
せ
な
い

現
病
歴

昨
年
十
二
月
頃
肩
関
節
の
違
和
感
に
気
づ

き
、
今
年
の
三
月
頃
か
ら
右
肩
関
節
と
上
肢

が
締
め
つ
け
ら
れ
る
感
じ
が
す
る
。

運
動
痛
が
つ
ら
く
、
頭
を
洗
っ
た
り
、
洗
濯

物
を
干
す
時
な
ど
挙
上
時
に
痛
み
が
増
悪
す

る
。
平
成
十
六
年
五
月
十
八
日
よ
り
本
校
で

治
療
を
受
け
始
め
た
。

一
般
症
状

片
頭
痛
が
四
〇
年
前
頃
か
ら
時
々
起
こ
る

（
病
院
で
の
薬
を
服
用
）

診
察
所
見

陽
性
所
見
：
ス
ト
レ
ッ
チ
テ
ス
ト
、
ペ
イ
ン

フ
ル
ア
ー
ク
サ
イ
ン
、
結
髪
、
結
帯

関
節
可
動
域
：
屈
曲
九
〇
度

外
転
六
〇
度
、
伸
展
不
能

圧

痛
：
右
天
宗
、
肩
貞
、
間
溝
、
曲
垣

既
往
歴

特
に
な
し

家
族
歴

特
に
な
し
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結
帯
三
八
㎝

術

後

屈
曲
一
四
七
度
伸
展
三
九
度
外
転
九
九
度

結
帯
三
五
㎝

所

見

昨
日
寒
か
っ
た
せ
い
か
、
右
の
三
角
筋
中
部
線
維

に
痛
み
が
あ
る
と
の
こ
と
。R

O
M

も
小
さ
く
な
っ
て
い
た
。

腹
臥
位
で
の
間
溝
の
刺
鍼
が
し
に
く
い
こ
と
か
ら
、
今
回
か

ら
座
位
で
行
う
こ
と
に
し
た
。

第
六
回
目

一
〇
月
十
三
日

術

前

屈
曲
一
四
九
度
伸
展
三
八
度
外
転
一
〇
四
度

結
帯
三
三
㎝

術

後

屈
曲
一
四
八
度
伸
展
三
六
度
外
転
一
一
九
度

結
帯
三
〇
㎝

所

見

先
週
空
い
て
し
ま
っ
た
の
と
、
天
候
が
悪
い
日
が

続
い
た
の
で
、
重
い
感
じ
が
す
る
と
の
こ
と
。

特
に
右
の
回
内
を
す
る
と
肩
関
節
の
後
部
に
痛
み
が
走
る
と

の
こ
と
。

第
七
回
目

一
〇
月
二
〇
日

術

前

屈
曲
一
五
〇
度
伸
展
四
〇
度
外
転
一
一
七
度

結
帯
三
一
㎝

術

後

屈
曲
一
四
九
度
伸
展
三
九
度
外
転
一
一
九
度

結
帯
三
十
㎝

所

見

運
動
痛
が
随
分
楽
に
な
り
右
手
で
左
上
腕
を
つ
か

し
、
そ
の
ま
ま
両
方
の
肩
関
節
の
痛
み
に
対
し
、
パ
ル
ス
療
法

を
行
っ
た
。
左
肩
関
節
に
も
間
溝
と
天
宗
を
つ
な
い
だ
。

第
三
回
目

九
月
十
五
日

術

前

屈
曲
一
四
一
度
伸
展
三
四
度
外
転
八
十
八
度

結
帯
四
一
㎝
／
三
・
五
㎝

術

後

屈
曲
一
四
五
度
伸
展
三
四
度
外
転
九
七
度

結
帯
三
六
㎝
／
三
・
五
㎝

所

見

屈
曲
は
楽
に
な
っ
て
き
た
が
、
伸
展
、
結
帯
が
と

て
も
つ
ら
い
と
の
こ
と
。

左
肩
関
節
の
運
動
痛
は
そ
の
ま
ま
あ
る
と
の
こ
と
な
の
で
、

治
療
を
続
け
て
行
く
こ
と
に
し
た
。

第
四
回
目

九
月
二
二
日

術

前

屈
曲
一
四
七
度
伸
展
三
七
度
外
転
一
〇
七
度

結
帯
（
第
七
頚
椎
か
ら
母
指
）
四
〇
㎝

術

後

屈
曲
一
四
四
度
伸
展
三
九
度
外
転
一
〇
四
度

結
帯
三
六
㎝

所

見

最
近
、
左
肩
関
節
の
痛
み
が
肩
甲
外
縁
の
方
に
強

く
あ
る
と
の
こ
と
な
の
で
、
臑
兪
と
天
宗
を
つ
な
い
で
パ
ル
ス

療
法
を
行
っ
た
。

第
五
回
目

九
月
二
八
日

術

前

屈
曲
一
四
四
度
伸
展
三
八
度
外
転
九
一
度



め
な
か
っ
た
の
が
、
つ
か
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

左
は
天
宗
や
肩
甲
内
縁
に
沿
っ
て
の
圧
痛
が
ひ
ど
く
な
っ
て

い
る
。

第
八
回
目

一
〇
月
二
七
日

術

前

屈
曲
一
五
一
度
伸
展
四
二
度
外
転
一
一
四
度

結
帯
二
九
㎝

術

後

屈
曲
一
五
二
度
伸
展
四
三
度
外
転
一
一
三
度

結
帯
二
九
㎝

所

見

ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
使
い
、
髪
を
さ
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
の
こ
と
。
上
肢
を
下
げ
た
ま
ま
な
ら
、
肩
関
節
を
回
し

た
時
の
痛
み
も
な
く
な
っ
た
。

左
肩
関
節
の
外
転
は
つ
ら
く
、
三
角
筋
後
部
線
維
か
ら
肘
に

か
け
て
痛
み
が
走
る
と
の
こ
と
。

第
九
回
目

一
一
月
二
日

術

前

屈
曲
一
五
三
度
伸
展
四
三
度
外
転
一
一
六
度

結
帯
二
七
㎝

術

後

屈
曲
一
五
三
度
伸
展
四
二
度
外
転
一
一
一
度

結
帯
二
八
㎝

所

見

右
手
で
、
左
肩
関
節
の
痛
み
の
あ
る
臑
兪
周
囲
を

も
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。

第
一
〇
回
目

一
一
月
一
〇
日

術

前

屈
曲
一
五
七
度
伸
展
四
五
度
外
転
一
三
三
度

結
帯
二
七
㎝

術

後

屈
曲
一
五
七
度
伸
展
四
四
度
外
転
一
四
一
度

結
帯
二
八
㎝

所

見

右
肩
関
節
を
下
に
し
て
眠
れ
る
よ
う
に
な
り
、
自

覚
的
に
も
他
覚
的
に
も
硬
結
・
圧
痛
が
な
く
な
っ
た
。

第
一
一
回
目

一
一
月
一
九
日

術

前

屈
曲
一
五
五
度
伸
展
四
六
度
外
転
一
四
二
度

結
帯
二
八c

m

術

後

屈
曲
一
五
六
度
伸
展
四
四
度
外
転
一
三
五
度

結
帯
二
八
㎝

所

見

い
つ
も
、
治
療
が
終
わ
っ
て
か
ら
三
〇
分
か
ら
一

時
間
ぐ
ら
い
す
る
と
楽
に
な
っ
て
く
る
と
の
こ
と
。

右
肩
関
節
の
痛
み
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
で
あ

る
。第

十
二
回
目

一
一
月
二
四
日

術

前

屈
曲
一
五
八
度
伸
展
四
九
度
外
転
一
四
六
度

結
帯
二
七c

m

術

後

屈
曲
一
五
七
度
伸
展
四
七
度
外
転
一
四
二
度

結
帯
二
八c

m

所

見

寝
違
え
て
左
頸
部
に
痛
み
が
あ
る
と
の
こ
と
。

乳
突
筋
の
あ
ん
摩
を
入
念
に
行
っ
た
結
果
痛
み
は
と
れ
た
よ

－ ４ －



－ ５ －

う
だ
。
左
肩
甲
内
縁
の
圧
痛
・
硬
結
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
る

が
、
右
の
時
の
よ
う
に
運
動
痛
は
強
く
な
い
と
の
こ
と
。

第
十
三
回
目

十
二
月
二
日

術

前

屈
曲
一
六
一
度
伸
展
四
語
度
外
転
一
四
九
度

結
帯
二
七c

m

術

後

屈
曲
十
六
二
度
伸
展
四
三
度
外
転
一
五
〇
度

結
帯
二
六c

m

所

見

右
は
ず
い
ぶ
ん
楽
に
な
っ
た
が
、
左
が
五
十
肩
に

な
っ
て
し
ま
い
、
治
療
が
途
中
な
の
は
残
念
で
あ
る
。

六
．
結

果

一
回
目
の
施
術
か
ら
み
る
と
施
術
後
す
ぐ
は
少
しR

O
M

が
小

さ
く
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
一
回
目
よ
り
屈

曲
七
二
度
、
伸
展
四
三
度
、
外
転
九
〇
度
と
か
な
り
可
動
範
囲

が
大
き
く
な
っ
た
。

結
髪
も
さ
わ
る
こ
と
だ
け
で
も
つ
ら
か
っ
た
の
が
、
今
は
洗

髪
に
何
の
支
障
も
な
く
な
っ
た
。
結
帯
は
脊
柱
に
さ
わ
る
こ
と

も
出
来
な
か
っ
た
の
が
、
下
着
の
ホ
ッ
ク
を
無
理
な
く
留
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

何
よ
り
も
痛
み
が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
と
て
も
喜
び
、
四
〇

年
続
い
て
い
た
片
頭
痛
も
楽
に
な
り
、
一
〇
月
に
入
っ
た
こ
ろ

か
ら
病
院
で
も
ら
っ
て
来
る
薬
を
飲
ま
な
く
な
っ
た
と
の
こ

と
。七

．
終
わ
り
に

「
鍼
灸
実
技
」
と
い
う
本
に
、
施
術
後
三
〇
分
か
ら
一
時
間

ぐ
ら
い
で
効
果
が
出
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
あ
っ
た
の
で
、
次

に
機
会
が
あ
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
効
果
が
出
る
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
を
テ
ー
マ
に
や
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

一
回
の
施
術
時
間
も
足
ら
な
か
っ
た
気
も
す
る
の
で
、
あ
ん

摩
の
一
部
の
運
動
法
で
は
な
く
、
も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
運
動
法

と
し
て
の
時
間
も
と
り
た
か
っ
た
。

時
期
が
く
れ
ば
治
っ
て
く
る
と
い
う
疾
患
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
結
果
が
は
っ
き
り
出
て
く
る
の
で
施
術
者
と
し
て
も
毎
回

楽
し
く
施
術
が
出
来
た
。

ま
た
、
臨
床
の
授
業
の
中
で
こ
の
結
果
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
分
析
に
多
く
の
時
間
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
研
究
に
あ
た
り
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

感
謝
し
ま
す
。
今
後
、
こ
の
臨
床
体
験
を
生
か
し
、
よ
り
よ
い

施
術
者
に
な
れ
る
よ
う
努S

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＜
参
考
文
献＞

痛
み
の
鍼
灸
治
療

医
道
の
日
本
社

鍼
灸
実
技

オ
リ
エ
ン
ス
研
究
会
編

鍼
灸
の
世
界
八
二

一
六
年
七
月
号
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酔
夢
亭
読
書
日
記

第
七
回

安
田

章

韓
非
子

そ
の
一

中
国
四
〇
〇
〇
年
の
歴
史
と
い
う
。

中
国
の
「
歴
史
の
父
」
司
馬
遷
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
歴
史

は
黄
帝
を
も
っ
て
始
ま
る
も
の
と
さ
れ
る
。

黄
帝
を
始
祖
と
す
れ
ば
、
黄
帝
開
国
即
位
紀
年
で
い
え
ば

西
暦
二
〇
〇
五
年
は
四
七
〇
三
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
ら
し

く
、
ま
さ
に
中
国
に
は
四
千
年
以
上
の
歴
史
が
確
か
に
あ
る

わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
黄
帝
を
始
め
と
し
堯
、
舜
で
終
わ
る
五
帝
の
時

代
以
前
に
も
三
皇
の
時
代
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
以
前

に
は
盤
古
と
い
う
神
様
？
が
混
沌
と
し
た
世
界
を
打
ち
破

り
、
天
地
を
開
闢
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

「
五
帝
が
倫
（
み
ち
）
を
定
め
た
の
に
感
応
し
て
、
世
界

は
四
大
部
州
に
わ
か
れ
」
、
そ
の
中
の
ひ
と
つ
の
州
に
東
勝

神
州
（
と
う
し
ょ
う
し
ん
し
ゅ
う
）
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

そ
の
東
勝
神
州
の
海
の
外
に
は
傲
来
国
（
ご
う
ら
い
こ
く
）

と
い
う
国
が
あ
り
、
傲
来
国
は
大
海
に
接
し
て
お
り
、
そ
の

 

 

海
の
中
に
は
花
果
山
が
・
・
・
、
と
く
る
と
ご
存
知
、
「
西

遊
記
」
の
世
界
で
あ
る
。

三
皇
、
五
帝
の
時
代
は
い
わ
ば
神
話
的
時
代
で
あ
る
。
五

帝
の
最
後
の
帝
、
舜
は
、
堯
か
ら
六
一
歳
で
帝
位
を
受
け
継

ぎ
、
三
九
年
間
働
い
た
、
と
い
う
か
ら
我
ら
凡
人
も
歳
だ
か

ら
引
退
だ
、
な
ど
と
安
直
に
言
わ
な
い
よ
う
に
致
し
ま
し
ょ

う
。舜

の
重
臣
の
一
人
、
禹
（
う
）
が
舜
の
あ
と
を
継
ぐ
こ
と

に
な
る
が
、
こ
の
禹
を
始
祖
と
す
る
の
が
夏
王
朝
で
あ
る
。

五
帝
の
時
代
は
有
徳
者
か
ら
有
徳
者
へ
と
帝
位
が
禅
（
ゆ

ず
）
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
禅
譲
が
慣
わ
し
で
あ
っ
た
が
、
夏
王

朝
を
も
っ
て
血
縁
的
統
治
で
あ
る
世
襲
制
へ
と
移
行
し
た
。

禹
で
始
ま
っ
た
夏
王
朝
は
五
〇
〇
年
近
く
つ
づ
い
た
後
、

一
七
代
目
の
桀
（
け
つ
）
が
殷
の
湯
王
（
と
う
お
う
）
に
滅

ぼ
さ
れ
幕
を
閉
じ
た
。

殷
王
朝
が
成
立
し
た
の
は
紀
元
前
一
六
〇
〇
年
頃
と
推
定

さ
れ
て
い
て
、
歴
史
的
実
在
が
明
ら
か
な
の
は
殷
王
朝
中
期

の
頃
か
ら
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
歴
史
的
実
在

の
証
明
と
い
う
観
点
か
ら
言
え
ば
、
中
国
三
五
〇
〇
年
の
歴

史
と
言
う
べ
き
か
。

殷
の
時
代
に
文
字
が
発
達
し
、
三
〇
〇
〇
字
近
い
文
字
が

そ
ろ
い
、
現
在
の
漢
字
の
祖
型
と
な
っ
て
い
て
、
東
ア
ジ
ア
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の
漢
字
文
化
圏
を
作
り
上
げ
た
。

さ
て
、
我
ら
の
韓
非
子
が
歴
史
に
登
場
し
て
く
る
の
は
ま

だ
ま
だ
先
で
、
酒
池
肉
林
、
炮
烙
（
ほ
う
ら
く
）
の
刑
で
有

名
な
殷
の
紂
王
（
ち
ゅ
う
お
う
）
が
周
の
武
王
に
滅
ぼ
さ
れ

（
殷
周
革
命
）
、
そ
の
周
の
統
治
も
緩
む
春
秋
戦
国
の
時
代

で
あ
る
。

周
の
封
建
制
が
崩
れ
、
秦
の
始
皇
帝
が
全
国
制

覇
す
る
ま
で
の
約
五
〇
〇
年
を
さ
す
時
代
で
あ
る
。

こ
の
春
秋
戦
国
時
代
に
諸
子
百
家
と
い
う
思
想
家
群
が
き

ら
星
の
如
く
出
現
し
、
「
仏
教
を
除
き
、
以
後
二
〇
〇
〇
年

以
上
に
わ
た
る
中
国
の
歴
史
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
る
す
べ
て

の
思
想
の
原
型
は
、
こ
と
ご
と
く
こ
の
時
代
に
萌
芽
し

た
」
。

「
諸
子
と
は
多
く
の
学
者
先
生
と
い
っ
た
意
味
で
、
百
家

と
は
多
数
の
学
派
の
意
味
」
で
、
「
実
際
に
諸
子
の
学
派
が

百
も
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
」
そ
う
で
あ
る
。

（
儒
家
）
、
（
道
家
）
、
（
陰
陽
家
）
、
（
法
家
）
、

（
名
家
）
、
（
墨
家
）
、
（
縦
横
家
）
、
（
雑
家
）
、
（
農

家
）
、
（
小
説
家
）
、
（
兵
家
）

な
ど
が
あ
る
。

以
前
書
い
た
孫
子
は
も
ち
ろ
ん

（
兵
家
）
で
あ
る
。

韓
非
子
は
法
家
で
あ
り
、

春
秋
戦
国
時
代
の
戦
国
末
に
法
家
思
想
を
集
大
成
し
、
秦
の

始
皇
帝
を
魅
了
し
た
思
想
家
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
で
、
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
し
、
次
回
か
ら
韓

非
子
を
メ
イ
ン
に
し
な
が
ら
中
国
の
思
想
や
そ
の
他
の
事
ど

も
を
つ
れ
づ
れ
に
つ
づ
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

参
照
、
引
用
文
献

「
諸
氏
百
家
」

浅
野
裕
一
（
あ
さ
の
・
ゆ
う
い
ち
）

講
談
社
学
術
文
庫

「
諸
氏
百
家
」

貝
塚
茂
樹
（
か
い
づ
か
・
し
げ
き
）

岩
波
新
書

「
韓
非
子
」
上

安
能
務
（
あ
の
う
・
つ
と
む
）

文
春
文
庫

「
中
国
思
想
」

宇
野
哲
人
（
う
の
・
て
つ
と
）

講
談
社
学
術
文
庫

「
韓
非
子
」

冨
谷
至
（
と
み
や
・
い
た
る
）

中
公
新
書

「
物
語
中
国
の
歴
史
」
寺
田
隆
信
（
て
ら
だ
・
た
か
の
ぶ
）

中
公
新
書

「
西
遊
記
」
（
一
）

小
野
忍
（
お
の
・
し
の
ぶ
）
訳

岩
波
文
庫
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四

基
本
文
字

（
三
）

比
較
文
字

本
章
で
は
、
三
つ
目
の
〈
基
本
文
字
〉
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
基
本
文
字
〉
と
は
、
〝
偏
〟
と
か
〝
旁
〟
と
か
、
他
の
文

字
の
部
首
（
パ
ー
ツ
）
と
な
る
、
最
も
小
さ
い
単
位
の
文
字
を

言
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
〈
漢
数
字
〉
と
、
一
マ
ス
で
表
す

〈
第
一
基
本
文
字
〉
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
〈
比
較
文
字
〉
と
呼
ば
れ
る
文
字
で
す
。

第
一
基
本
文
字
に
〝
比

〟
と
い
う
漢
点
字
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
「
ヒ
、
く
ら
べ
る
」
と
読
み
ま
す
が
、
漢
数
字

の
漢
数
符
「

」
と
同
様
に
、
一
マ
ス
目
に
〈
比

〉
の
点
字

符
号
「

」
（
四
五
の
点
）
が
置
か
れ
る
文
字
で
す
。

こ
の
漢
点
字
は
、
二
マ
ス
目
に
来
る
点
字
符
号
が
部
首
と
な

っ
て
、
他
の
多
く
の
文
字
を
構
成
し
ま
す
。

こ
の
〈
比
較
文
字
〉
は
、
川
上
先
生
の
発
案
に
な
る
も
の
で

す
。
先
生
の
お
考
え
の
〈
基
本
文
字
〉
が
、
如
何
に
整
理
さ
れ

分
類
さ
れ
た
も
の
か
、
こ
の
〈
比
較
文
字
〉
か
ら
、
最
も
斬
新

的
な
形
で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
け
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

こ
の
〈
比
較
文
字
〉
は
二
つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

①
意
味
の
上
で
、
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
を
作
る
文
字
：
「
上
と

漢
点
字
テ
キ
ス
ト
か
ら

【
現
在
本
会
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用

し
て
、
漢
点
字
の
講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
通
信
制

を
基
本
に
、
隔
月
に
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

ス
ク
ー
リ
ン
グ
は
、
漢
字
へ
の
興
味
を
深
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
字
源
に
触
れ
な
が
ら
、
レ
ー
ズ
ラ
イ

タ
ー
や
点
線
文
字
な
ど
、
触
知
で
き
る
資
料
を
使
用

し
て
、
基
本
的
な
文
字
の
字
形
に
も
親
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
工
夫
し
て
お
り
ま
す
。
漢
点
字
が
如
何

に
漢
字
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
体
現
し
て
い
る
か
、
ご
理

解
い
た
だ
け
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

以
下
は
、
現
在
製
作
中
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
、
既
に
ご

紹
介
し
た
も
の
を
除
い
た
「
基
本
文
字
」
の
項
の
前

文
で
す
。
な
お
、
こ
の
先
に
も
三
つ
の
「
基
本
文
字
」

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
完
成
の
暁
に
は
、
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

基
本
資
料
は
、
川
上
泰
一
先
生
の
編
ま
れ
た
『
漢
点

字
解
説
』
か
ら
作
成
し
た
岡
田
の
ノ
ー
ト
、
参
考
資

料
と
し
て
、
白
川
静
先
生
編
『
字
統
』
・
『
常
用
字

解
』
（
平
凡
社
）
、
藤
堂
明
保
先
生
編
『
漢
字
源
』

（
学
習
研
究
社
）
に
大
き
く
依
存
し
て
い
ま
す
。
】
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下
」
「
右
と
左
」
「
父
と
母
」
の
よ
う
に
、
意
味
的
に
、

対
、
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ
を
な
す
文
字
で
す
。

②
長
さ
・
重
さ
・
容
積
な
ど
の
単
位
：
こ
こ
で
は
い
わ
ゆ
る

〝
尺
貫
法
〟
の
単
位
を
表
す
文
字
で
す
。
既
に
「
分
、

合
」
が
出
て
来
て
い
ま
す
が
、
多
く
は
こ
の
〈
比
較
文
字
〉

に
含
ま
れ
る
文
字
で
表
さ
れ
ま
す
。

［
内
容
の
詳
細
は
、
省
略
し
ま
す
。
］

六

基
本
文
字

（
四
）

発
音
文
字
と
漢
数
字
（
二
）

本
章
で
は
、
四
つ
目
と
五
つ
目
の
〈
基
本
文
字
〉
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

（
中
略
）
こ
れ
ま
で
に
〈
漢
数
字
（
一
）
〉
、
一
マ
ス
で
表

す
〈
第
一
基
本
文
字
〉
と
、
〈
比
較
文
字
〉
を
ご
紹
介
し
ま
し

た
。今

回
は
、
〈
発
音
文
字
〉
と
、
〈
漢
数
字
（
二
）
〉
で
す
。

〈
発
音
文
字
〉
は
、
数
は
少
な
い
の
で
す
が
、
大
変
大
事
な

文
字
ば
か
り
で
す
。
他
の
基
本
文
字
の
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
難
い

た
め
に
、
川
上
先
生
は
、
読
み
を
取
り
入
れ
て
、
別
個
に
作
ら

れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
十
個
の
文
字
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
漢
数
字
（
二
）
〉
は
、
こ
れ
ま
で
に
ご
紹
介
し
た
漢
数
字

と
は
趣
を
異
に
し
て
い
ま
す
。

初
め
は
随
分
古
め
か
し
い
も
の
ば
か
り
だ
な
、
と
お
感
じ
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
つ
一
つ
取
り
上
げ
る
と
、
今
現

在
、
使
わ
な
く
て
も
済
む
文
字
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
部
首
と
な
っ
て
多
く
の
文
字
を
構
成
し
ま
す
し
、

そ
ん
な
文
字
の
読
み
や
意
味
に
も
、
大
き
く
反
映
さ
れ
る
も
の

で
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
も
う
少
し
先
に
行
っ
て
、
こ
れ
ら
一

つ
一
つ
の
文
字
も
、
大
事
な
文
字
だ
と
い
う
こ
と
が
お
分
か
り

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
〈
漢
数
字
（
二
）
〉
も
、
十
個
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
．
発
音
文
字

＊
ご
紹
介
の
順
は
、
漢
点
字
の
符
号
を
カ
ナ
読
み
し
て
、
そ

れ
ら
を
五
十
音
順
に
し
た
も
の
で
す
。

［
ご
紹
介
の
十
個
の
文
字
は
、
「
円

」
「
鬼

」
「
告

」
「
事

」
「
生

」
「
争

」
「
拝

」

「
反

」
「
民

」
で
す
。
詳
細
は
省
略
し
ま
す
。
］

二
．
漢
数
字
（
二
）

こ
こ
に
〈
漢
数
字
（
二
）
〉
と
し
て
ご
紹
介
す
る
も
の
は
、

「
こ
う
、
お
つ
、
へ
い
、
て
い
、
…
…
」
と
、
も
の
の
順
序
や

優
劣
を
表
す
と
き
に
用
い
ら
れ
る
、
十
個
の
文
字
で
す
。
〈
十
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干
（
じ
っ
か
ん
）
〉
と
呼
ば
れ
ま
す
。

昔
中
国
で
、
月
の
満
ち
欠
け
の
日
数
で

あ
る
約
三
十
日
を
、
一
月
と
し
ま
し
た
。

そ
れ
を
さ
ら
に
三
等
分
し
た
の
を
「
旬
」

と
呼
ん
で
、
「
上
旬
・
中
旬
・
下
旬
」
と

し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
「
旬
」
は
十
日
ず
つ
あ
っ
て
、
そ
の
日
の
順
序

を
表
し
た
の
が
こ
の
十
個
の
文
字
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。

下
っ
て
こ
の
十
個
の
文
字
は
、
中
国
の
も
の
の
考
え
方
で
あ

る
「
陰
陽
（
い
ん
よ
う
）
」
と
「
五
行
（
ご
ぎ
ょ
う
）
」
に
割

り
当
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
「
干
支
（
え

と
）
」
で
す
。

「
干
支
」
で
は
「
陰
陽
」
を
、
「
兄

（
え
）
」
と
「
弟

（
と
）
（
こ
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
ま
だ
出
て
来
て
い
ま
せ

ん
）
」
で
表
し
ま
す
。

「
兄

」
が
「
陽
」
、
「
弟

」
が
「
陰
」
で
す
。
こ

れ
が
〝
え
と
〟
と
呼
ば
れ
る
元
で
す
。

「
五
行
」
は
、
「
木

（
も
く
）
・
火

（
か
）
・
土

（
ど
）
・
金

（
ご
ん
）
・
水

（
す
い
）
」
の
五
つ
の
元
素

で
す
。
こ
の
五
つ
の
元
素
が
、
こ
の
世
の
森
羅
万
象
の
物
を
作

り
、
現
象
を
司
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
五
行
」
を
「
兄

弟

（
干
支
、
陰
陽
）
」
の

二
つ
に
当
て
て
、
そ
れ
を
さ
ら
に
こ
の
十
個
の
文
字
に
当
て
た

 

の
が
、
こ
の
〈
十
干
〉
で
す
。

も
う
一
つ
、
こ
こ
で
は
詳
細
に
触
れ
ま
せ
ん
が
、
〈
十
干
〉

と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
〈
十
二
支
（
じ
ゅ
う
に

し
）
〉
に
つ
い
て
、
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

現
在
は
天
文
学
も
発
達
し
て
、
私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
暦

も
、
宇
宙
規
模
の
計
算
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

一
年
の
始
ま
り
を
何
時
に
す
る
か
と
い
っ
た
相
違
は
あ
る
に

し
て
も
、
基
本
的
に
は
、
世
界
は
一
つ
の
暦
を
使
っ
て
い
る
と

思
っ
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

し
か
し
文
字
が
で
き
た
こ
ろ
は
、
暦
を
作
る
こ
と
が
、
為
政

者
の
大
き
な
仕
事
で
し
た
。
〈
十
二
支
〉
は
、
そ
の
暦
作
り
の

法
則
、
黄
道
を
十
二
等
分
し
て
一
年
を
表
す
も
の
か
ら
生
ま
れ

ま
し
た
。

暦
は
一
年
を
単
位
と
し
ま
す
が
、
そ
れ
を
一

日
に
当
て
は
め
れ
ば
、
十
二
等
分
の
時
刻
を
表

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
地
理
に
応
用
す
れ

ば
、
十
二
の
方
角
を
示
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
〈
十
二
支
〉
は
、
暦
・
時
刻
・

方
角
の
基
準
と
し
て
発
達
し
た
も
の
で
し
た
。

私
た
ち
が
知
っ
て
い
る
〈
十
二
支
〉
は
、
十
二
の
動
物
で
表

さ
れ
て
い
ま
す
。
「
子

（
ね
）
・
丑

（
う
し
）
・
寅

（
と
ら
）
・
卯

（
う
）
・
辰

（
た
つ
）
・
巳

（
み
）
・
午

（
う
ま
）
・
未

（
ひ
つ
じ
）
・
申

 



剣
に
、
「
辛
亥
年
七
月
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
西
暦
で

四
七
一
年
か
そ
の
六
十
年
後
の
五
三
一
年
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
ま
す
。

ち
な
み
に
二
〇
〇
五
（
平
成
十
七
）
年
は
、
「
乙
酉
（
木

の
弟

・
と
り
）
」
の
年
で
す
。

川

上

先

生

は

こ

の

〈

十

干

〉

を

、

順

序

を

表

す

文

字

と

し

て
、
〈
漢
数
字
〉
の
仲
間
に
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

漢
点
字
で
は
、
漢
数
符
（

、
五
・
六
の
点
）
が
前
置
さ

れ
て
表
さ
れ
ま
す
。

［
ご
紹
介
の
文
字
は
、
「
甲

」
「
乙

」

「
丙

」

「
丁

」
「
戊

」
「
己

」

「
庚

」
「
辛

」
「
壬

」
「
癸

」
で
す
。

詳
細
は
省
略
し
ま
す
。
］

 

－ １１ －

（
さ
る
）
・
酉

（
と
り
）
・
戌

（
い

ぬ
）
・
亥

（
い
）
」
で
す
。
「
子

」
と

「
未

」
の
二
つ
は
、
既
に
こ
の
テ
キ
ス
ト
で

ご
紹
介
し
ま
し
た
。

時
刻
を
表
す
場
合
、
「
子

」
が
現
在
の
午
前

〇
時
、
「
午

」
が
十
二
時
、
つ
ま
り
「
正

午
」
で
す
。
方
角
を
表
す
場
合
は
、
「
子

」
が

北
を
、
「
午

」
が
南
を
表
し
ま
す
。

地
球
上
に
引
か
れ
た
経
線
で
、
標
準
時
を
表
す

も
の
を
「
子
午
線
」
と
呼
び
ま
す
が
、
こ
れ
は
真

北
と
真
南
を
結
ぶ
線
と
い
う
意
味
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
「
子

」
と
「
午

」
は
、

位
置
の
関
係
が
対
極
的
で
す
。

〈
十
干
十
二
支
〉
と
は
、
以
上
の
〈
十
干
〉
と

〈
十
二
支
〉
を
合
わ
せ
て
呼
ん
だ
も
の
で
す
が
、

こ
れ
は
主
に
、
一
年
を
単
位
に
当
て
て
用
い
ら
れ

ま
す
。

「
木

の
兄

・
子

」
か
ら
始
ま
り
、

「
水

の
弟

・
亥
」
で
終
わ
る
周
期
に
な
っ

て
、
六
十
年
で
一
巡
し
ま
す
。

こ
の
周
期
か
ら
、
考
古
学
上
の
出
土
物
に
記
さ

れ
て
い
る
年
号
を
推
計
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
埼
玉
県
の
稲
荷
山
古
墳
か
ら
出
た
鉄

 



－ １２ －

本
誌
は
、
本
会
機
関
誌
『
う
か
』

の
、
二
〇
〇
五
（
平
成
十
七
）
年
最
初

の
、
二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
度
最

後
の
号
で
す
。

昨
年
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
、
多
彩

な
動
き
の
あ
っ
た
年
で
し
た
。

そ
こ
で
こ
の
場
を
借
り
て
、
一
年
を

振
り
返
る
の
も
、
意
義
の
あ
る
こ
と
と

考
え
ま
し
た
。

一

活
動
か
ら

本
会
の
活
動
の
主
眼
は
、
言
う
ま
で

も
な
く
漢
点
字
書
の
製
作
に
あ
り
ま

す
。そ

の
意
味
で
は
例
年
通
り
、
読
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
、
そ
の
た
め
の
計
画
を
立
て
、
作
業
を

分
担
し
て
、
会
員
相
互
の
協
力
に
よ
っ
て
遂
行
し
て
参
り
ま
し

た
。プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
ば
か
り
で
な
く
、
横
浜

市
中
央
図
書
館
へ
の
納
入
図
書
の
製
作
、
「
横
浜
通
信
」
（
漢

点
字
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
記
事
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
に

選
択
・
編
集
し
て
、
漢
点
字
訳
し
た
も
の
）
、
「
朝
日
歌
壇
・

俳
壇
」
（
毎
週
朝
日
新
聞
に
選
出
・
掲
載
さ
れ
る
、
短
歌
と
俳

 

２００４（平成16）年を振り返る
岡田 健嗣

句
の
欄
を
漢
点
字
訳
し
た
も
の
）
、
「
新
聞
の
健
康
記
事
」

（
朝
日
新
聞
・
読
売
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
健
康
記
事
か
ら
選
択

し
て
漢
点
字
訳
し
た
も
の
）
等
、
定
期
的
な
刊
行
物
の
製
作
・

発
行
も
、
遅
滞
な
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
日
現
在
も
こ
の
三
月
末
を
目
標
に
、
今
年
度
の
中
央
図
書

館
へ
納
入
を
予
定
し
て
い
る
漢
点
字
訳
図
書
『
地
名
苗
字
辞

典
』
の
、
割
付
け
・
巻
分
け
、
打
ち
出
し
・
製
本
等
の
、
最
終

の
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

も
う
一
つ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
本
誌
、
機
関
誌
『
う

か
』
の
発
行
で
す
。

本
号
は
四
十
八
号
に
当
た
り
、
隔
月
の
発
行
で
、
満
八
年
を

終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
執
筆
陣
も
充
実
し
、
ま
た
、
横
浜
国
立
大
学
の
村

田
忠
禧
先
生
を
初
め
と
し
て
、
会
内
外
か
ら
多
く
の
ご
寄
稿
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
豊
か
な
紙
面
作
り
と
な
っ
て
参
り
ま

し
た
。
四
十
三
号
か
ら
は
、
後
で
触
れ
ま
す
よ
う
に
、
ト
ー
タ

ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
（
Ｔ
Ｈ
Ｎ
）
２
１
の
機
関
誌
「
う
ず

れ
ぽ
」
と
合
体
し
た
形
態
と
な
り
ま
し
た
。

編
集
と
印
刷
・
製
本
の
作
業
に
は
、
会
員
の
皆
様
の
お
力

に
、
全
面
的
に
依
存
し
て
お
り
ま
す
。

感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

視
覚
障
害
者
向
け
に
は
、
音
訳
版
の
製
作
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご
献
身
に
、
全
面
的
に

依
存
し
て
お
り
ま
す
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。



二

漢
点
字
の
講
習

漢
点
字
の
講
習
会
も
、
こ
の
四
月
で
満
二
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
間
に
、
一
つ
の
形
が
で
き
て
来
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

講
習
は
、
本
会
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
作
製
し

た
テ
キ
ス
ト
に
沿
っ
て
、
受
講
者
の
皆
様
の

ご
自
宅
で
勉
強
し
て
い
た
だ
く
形
を
採
っ
て

お
り
ま
す
が
、
隔
月
に
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
と

称
し
て
、
受
講
者
の
皆
様
と
本
会
の
会
員
が

出
席
し
て
、
学
習
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

当
初
は
、
正
に
手
探
り
の
状
態
で
し
た
が
、
こ
の
二
年
間

に
、
晴
盲
を
問
わ
な
い
、
漢
字
を
め
ぐ
る
歓
談
の
様
相
を
帯
び

て
参
り
ま
し
た
。

楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
、
ま
た
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
、
素
直
に

日
頃
の
疑
問
を
提
出
し
て
、
漢
字
を
中
心
に
、
言
葉
に
つ
い
て

考
え
て
お
り
ま
す
。
出
席
者
一
同
の
参
加
で
き
る
形
に
な
り
つ

つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
五
月
か
ら
三
年
目
に
入
り
、
新
た
な
受
講
者
を
迎
え
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
も
徐
々
に
完
成
し
て
、
視
覚

障
害
者
の
〈
識
字
〉
の
一
歩
を
記
す
べ
く
、
着
実
な
足
取
り
を

確
保
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
行
く
所
存
で
す
。

テ
キ
ス
ト
に
関
し
て
は
、
そ
の
製
作
に
当
た
っ
て
、
多
く
の

皆
様
の
お
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
機
関
誌
『
う

 

か
』
と
同
様
、
音
声
訳
も
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

お
力
添
え
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
皆
様
に
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

三

横
浜
国
立
大
学
の
公
開
講
座

七
月
三
十
日
（
土
）
に
催
さ
れ
た
、
横
浜
国
立
大
学
・
教
育

人
間
科
学
部
教
授
・
村
田
忠
禧
先
生
の
主
催
に
な
る
公
開
講

座
、
『
二
十
一
世
紀
の
漢
字
文
化
を
考
え
る
』
に
お
い
て
、

〈
漢
点
字
〉
を
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
不
肖
私
が
、

お
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
は
、
村
田
先
生
、
馮
良
珍
先
生
（
横
浜
国
大
教
授
）
、

そ
し
て
私
の
順
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

演
題
は
、
（
一
）
日
本
と
中
国
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

お
け
る
漢
字
コ
ー
ド
体
系
の
現
状
と
問
題
点
に
つ
い
て
（
村
田

忠
禧
先
生
）
、
（
二
）
日
本
と
中
国
と
の
漢
字
改
革
の
共
通
性

と
個
別
性
、
お
よ
び
そ
の
統
一
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
（
馮
良

珍
先
生
）
、
（
三
）
漢
字
を
表
現
で
き
る
点
字
＝
「
漢
点
字
」

と
は
何
か
、
お
よ
び
そ
の
国
際
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
（
岡

田
）
。
先
生
方
の
お
話
は
、
大
変
興
味
深
く
拝
聴
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

と
り
わ
け
馮
先
生
の
お
話
の
「
漢
字
の
成
り
立
ち
」
は
、

〈
漢
点
字
〉
を
創
案
さ
れ
る
に
当
た
っ
て
の
、
川
上
先
生
の
ご

苦
労
な
さ
っ
た
と
こ
ろ
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
も
の
で
、
〈
漢
点

－ １３ －



－ １４ －

字
〉
が
〈
漢
字
〉
の
構
成
を
基
本
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
、
再
認
識
し
た
思
い
で
し
た
。

そ
の
意
味
で
、
村
田
先
生
の
言
わ
れ
る
「
漢
点
字
は
究
極
の

『
簡
体
字
』
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
も
、
う
な
づ
け
る
思
い
で

し
た
。

当
日
は
大
阪
か
ら
、
川
上
先
生
の
奥
様
と
、
京
都
か
ら
、
日

本
漢
点
字
協
会
理
事
の
加
藤
俊
和
様
が
駆
け
つ
け
て
下
さ
り
、

心
強
い
思
い
で
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
会
会
員
の
皆
様
と
Ｔ
Ｈ
Ｎ
２
１
の
皆
様
に
は
、
多
く
ご
参

席
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
模
様
は
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
と
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
に
収
録
し

て
、
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
版
は
、
漢
点
字
協
会
を
通
し
て
、
同
会
員
に

配
布
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
漢
点
字
を
使
用
し
て
い
な
い
方
々
に
も
お
聞
き
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
、
神
奈
川
県
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
を
初
め
、

幾
つ
か
の
施
設
に
寄
贈
し
て
、
希
望
者
に
配
布
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
予
想
を
超
え
る
希
望
者
数
で
、
視

覚
障
害
者
の
、
漢
字
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
再
認
識
し
た
旨

の
ご
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
大
変
朗
報
と
受
け
止
め
て
お
り
ま

す
。今

後
村
田
先
生
に
は
、
〈
国
際
漢
点
字
〉
の
観
点
か
ら
、
多

く
の
ご
教
示
を
い
た
だ
け
る
こ
と
と
存
じ
、
益
々
勉
強
す
る
こ

と
が
増
え
た
思
い
で
す
。

四

日
本
漢
点
字
協
会

昨
年
は
三
度
大
阪
へ
参
り
ま

し
た
。

後
で
触
れ
る
Ｔ
Ｈ
Ｎ
２
１
の

定
款
に
、
「
漢
点
字
の
普
及
」
を
謳
う
こ
と
と
な
り
、
そ
の
ご

報
告
と
本
会
の
活
動
の
ご
報
告
を
兼
ね
て
、
川
上
先
生
の
奥
様

を
、
二
月
に
お
訪
ね
致
し
ま
し
た
。

そ
の
次
は
、
協
会
の
、
点
字
の
記
号
を
検
討
す
る
「
記
号
検

討
委
員
会
」
に
お
招
き
い
た
だ
い
て
、
七
月
に
お
訪
ね
致
し
ま

し
た
。

三
度
目
は
、
川
上
先
生
の
ご
逝
去
十
周
年
を
記
念
す
る
式
典

が
催
さ
れ
た
の
に
合
わ
せ
て
、
十
一
月
に
お
訪
ね
致
し
ま
し

た
。本

来
で
し
た
ら
本
会
の
活
動
も
、
協
会
の
方
針
に
沿
っ
て
進

め
る
こ
と
が
肝
要
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ニ
ー
ズ
主
体
の
本
会
の

活
動
は
、
必
要
性
に
応
じ
る
も
の
に
な
っ
て
、
独
自
な
傾
向
が

強
ま
り
が
ち
で
す
。
漢
点
字
訳
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
グ
ル
ー
プ

と
し
て
は
、
や
む
を
得
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。
各
地
で
活
躍

し
て
お
ら
れ
る
同
様
の
グ
ル
ー
プ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
な
活

動
を
展
開
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

願
わ
く
ば
協
会
に
、
そ
の
よ
う
な
各
地
の
活
動
の
、
情
報
の
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収
集
と
分
析
と
発
信
の
中
心
的
な
役
割
を
、
一
層
強
力
に
果
た

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
漢
点
字
の
普
及
も
、
大
き
く
歩
を
進
め

る
こ
と
に
な
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

先
に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
漢
点
字

に
対
す
る
潜
在
的
な
関
心
は
、
思
い
の
外

高
い
も
の
と
考
え
て
よ
い
よ
う
で
す
。

こ
れ
ま
で
私
た
ち
漢
点
字
の
普
及
を
祈

念
す
る
者
た
ち
は
、
そ
の
よ
う
な
表
立
た

な
い
ニ
ー
ズ
を
、
掴
み
損
ね
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ニ
ー
ズ
は
、
地
中
深
く
沸
々
と
存
在
し

つ
つ
、
地
上
に
現
れ
る
機
会
を
待
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
〈
文
字
〉
を
独
力
で
習
得
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
ほ
ど
容
易
い
も
の
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
た
め

に
ニ
ー
ズ
は
、
さ
ら
に
姿
を
潜
ま
せ
て
し
ま
う
、
今
の
私
に

は
、
そ
う
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

昨
年
本
会
は
、
日
本
漢
点
字
協
会
の
ご
推
薦
で
、
日
本
盲
人

社
会
福
祉
施
設
協
議
会
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
評
価
さ
れ
た
も
の
と
、
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

表
彰
式
は
、
五
月
十
四
日
に
、
名
古
屋
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
主

館
と
な
っ
て
、
名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル
を
会
場
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

本
会
か
ら
は
、
名
古
屋
在
住
の
平
瀬
様
、
森
様
、
大
樹
会
の

 

高
嶋
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

名
古
屋
の
皆
様
と
は
、
今
後
も
大
い
に
交
流
を
は
か
っ
て
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
活
動
を
、
創
造
し
て
行
き
た
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

五

ト
ー
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
（
Ｔ
Ｈ
Ｎ
）
２
１

東
京
・
港
区
を
拠
点
に
、
特
定
非
営
利
活
動
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
法

人
と
し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
同
会
は
、
そ
の
定
款
に
、
初
め
て

「
〈
漢
点
字
〉
の
普
及
」
を
謳
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

〈
識
字
〉
の
概
念
に
立
脚
し
て
、
現
在
の
視
覚
障
害
者
が
置

か
れ
て
い
る
〈
文
字
〉
の
情
況
を
見
る
と
き
、
そ
れ
は
〈
非
識

字
〉
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
共
通
認
識
か
ら
、
日
本
語
の
標
準

的
な
表
記
法
で
あ
る
「
漢
字
仮
名
交
じ
り
」
を
、
点
字
の
世
界

に
も
実
現
す
べ
く
活
動
す
る
こ
と
が
申
し
合

わ
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
は
も
う
一
つ
、
知
的
障
害
者
を
対
象

と
し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
運
営
を
活
動
の

柱
と
し
て
い
て
、
現
在
は
そ
の
立
ち
上
げ
に

注
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
秋
よ
り
、
港
区
の
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
漢

点
字
の
学
習
会
を
、
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
始
め
ま
し
た
。

視
覚
障
害
者
の
文
字
の
状
況
を
、
先
ず
は
認
識
と
し
て
共
有
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す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
、
ま
た
、
漢
点
字
の
構
成
の
学
習
を

通
し
て
、
〈
漢
字
〉
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て
も
、
再
認
識
し
て

行
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

当
初
か
ら
私
は
、
同
会
に
理
事
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
漢
点
字
部
門
の
強
化
を
期
し
て
、
田
中
秀

臣
様
と
木
村
多
恵
子
様
お
二
方
の
理
事
へ
の
就
任
を
お
願
い
致

し
ま
し
た
。

本
誌
・
羽
化
の
会
機
関
誌
『
う
か
』
は
、
昨
年
四
月
発
行
の

四
三
号
か
ら
、
同
会
機
関
誌
『
う
ず
れ
ぽ
』
と
合
体
の
形
態
と

な
り
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

同
会
の
漢
点
字
部
門
で
は
、
今
後
の
活
動
の
方
向
性
と
し

て
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

①
港
区
で
行
っ
て
い
る
学
習
会
の
充
実
：

現
在
は
会
に
関
わ

り
の
深
い
方
々
の
ご
参
加
を
得
て
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
さ

ら
に
広
範
囲
な
ご
参
加
を
期
待
し
て
、
内
容
の
充
実
と
洗
練

に
努
め
る
所
存
で
す
。
こ
の
学
習
会
を
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
と
位

置
付
け
て
、
出
来
得
れ
ば
具
体
的
な
活
動
の
礎
石
と
な
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

②
漢
点
字
の
普
及
活
動
：

現
在
の
港
区
内
の
学
習
会
に
は
、

漢
点
字
の
習
得
を
希
望
さ
れ
る
視
覚
障
害
者
と
、
漢
点
字
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
志
望
さ
れ
る
晴
眼
者
の
方
は
、
お
出
で
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
と
し
て
は
こ
の
活
動
を
礎

に
、
何
ら
か
の
講
座
の
開
設
を
目
論
み
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ａ
．
漢
点
字
の
指
導
：

横
浜
で
行
っ
て
い
る
講
習
会
を
モ
デ

ル
に
、
企
画
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
た
だ
し
、
東
京
と
い

う
極
め
て
難
し
い
土
地
柄
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
予
め
入
念

な
調
査
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

ｂ
．
漢
点
字
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
開
設
：

こ
れ
も
本
会

の
活
動
を
モ
デ
ル
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
し
て
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
志
望
さ
れ
る
方
を
対
象
に
行
う
こ
と

は
、
十
分
可
能
と
考
え
ま
す
。
今
年
予
定
し
て
い
る
本
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
た
た
き
台
に
、
具
体
的
な
設
計

を
試
み
る
積
も
り
で
お
り
ま
す
。

何
れ
に
せ
よ
、
目
標
を
絞
っ
た
企
画
を
心
が
け
る
所
存
で

す
。以

上
、
誠
に
不
十
分
な
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
を
振

り
返
り
、
ま
た
今
後
に
思
い
を
馳
せ
て
み
ま
し
た
。

 



 

漢

文

の

ペ

ー

ジ

漢

文

の

ペ

ー

ジ

桃

夭

古
詩
（
「
詩
経
」
）

と

う

よ

う

タ
ル

桃

之

夭

夭

タ
ル

ノ

灼

灼

其

華

ノ

キ

グ

之

子

于

歸

シ
カ
ラ
ン

ノ

ニ

宜
二

其

室

家
一

タ
ル

桃

之

夭

夭

リ

タ
ル

ノ

有
二

蕡

其

實
一

ノ

キ

グ

之

子

于

歸

シ
カ
ラ
ン

ノ

ニ

宜
二

其

家

室
一

タ
ル

桃

之

夭

夭

ノ

タ
リ

其

葉

蓁

蓁

ノ

キ

グ

之

子

于

歸

シ
カ
ラ
ン

ノ

ニ

宜
二

其

家

人
一

桃
の
夭
夭(

よ
う
よ
う)

た
る

灼
灼(

し
ゃ
く
し
ゃ
く)

た
る
其
の
華

之(

こ)

の
子
于(

ゆ)

き
帰(

と
つ)

ぐ

其
の
室
家(

し
っ
か)

に
宣(

よ
ろ)

し
か
ら
ん

桃
の
夭
夭
た
る

蕡(

ふ
ん)

た
る
其
の
実
有
り

之
の
子
于
き
帰
ぐ

其
の
家
室(

か
し
つ)

に
宜
し
か
ら
ん

桃
の
夭
夭
た
る

其
の
葉
蓁
蓁(

し
ん
し
ん)

た
り

之
の
子
于
き
帰
ぐ

其
の
家
人
に
宣
し
か
ら
ん

夭
夭
＝
若
々
し
い
様
子
。

灼
灼
＝
真
っ
赤
に
焼
け
る
意
で
、
燃
え
る
よ
う
に
明
る
い
花
の
色
を

い
う
。

于
歸
＝
「
于
」
は
行
く
の
意
。「
歸
」
は
と
つ
ぐ
と
訓
読
。
嫁
に
行
く
。

「
于
」
を
こ
こ
に
と
読
ん
で「
こ
こ
に
と
つ
ぐ
」
と
し
て
も
よ
い
。

宣

＝
よ
ろ
し
い
。
う
ま
く
ゆ
く
。

室
家
＝
室
は
夫
婦
の
い
る
と
こ
ろ
で
、
家
は
一
家
の
意
。

蕡
＝
実
が
よ
く
み
の
っ
た
様
子
。

家
室
＝
室
家
に
同
じ
。「
實
（
実
）
」
と
韻
を
揃
え
る
た
め「
家
室
」

と
し
た
。「
室
家
」
の「
家
」
は「
華
」
と
韻
が
同
じ
。

蓁
蓁
＝
葉
の
よ
く
茂
る
様
子
。「
家
人
」
の「
人
」
と
韻
が
同
じ
。

※

嫁
に
行
く
娘
の
美
し
さ
を
た
た
え
祝
福
す
る
、
四
言
古
詩
の

民
謡
。
「
詩
経
」
は
中
国
最
古
の
詩
集
で
、
周
か
ら
春
秋
時

代
頃
ま
で
の
詩
や
歌
謡
三
百
五
編
を
収
め
る
。
い
ず
れ
も
作

者
名
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
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桃 之 夭 夭 タル

灼 灼 タル 其 ノ 華

之 ノ 子于 キ 歸 グ

宜 シカラン 其 ノ 室 家 ニ

桃 之 夭 夭 タル

有 り 蕡 タル 其 ノ 實

之 ノ 子于 キ 歸 グ

宜 シカラン 其 ノ 家 室 ニ

桃 之 夭 夭 タル

其 ノ 葉 蓁 蓁 タリ

之 ノ 子于 キ 歸 グ

宜 シカラン 其 ノ 家 人 ニ

＊ 蕡（ ）は、草冠の下に賁で、JISにない漢字です。

〈参考図書〉中西清『初歩の漢文』（昇龍堂）
遠藤哲夫『漢文の初級コース』（學燈社）他



 

ご
報
告
と
ご
案
内

一

新
年
会
を
行
い
ま
し
た
。

去
る
一
月
二
十
三
日
（
日
）
、
桜
木
町
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ホ

テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ベ
イ
サ
イ
ド
を
会
場
に
、
新
年
会

を
、
ト
ー
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
（
Ｔ
Ｈ
Ｎ
）
２
１
と

の
共
催
で
行
い
ま
し
た
。

市
議
の
大
滝
先
生
と
、

横
浜
国
大
の
村
田
先
生
の

お
越
し
も
あ
っ
て
、
ま
た
、

本
誌
の
表
紙
絵
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
岡
様
と
お

嬢
様
に
も
お
越
し
い
た
だ

い
て
、
和
や
か
に
進
め
ら

村田先生

会場の会員たち

れ
ま
し
た
。

本
会
は
、
今
年
十
年
目
に
入
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
も
目
ま
ぐ

る
し
い
変
遷
を
経
て
来
ま
し
た
が
、
今
後
は
さ
ら
に
激
し
く
揺
れ

動
く
こ
と
が
予
感
さ
れ
ま
す
。

と
は
言
え
、
本
会
の
活
動
は
日
常
に
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を

基
本
に
置
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

会
の
内
外
を
問
わ
ず
、
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

二

二
つ
の
講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
以
下
の
二
つ
の
講
座
を
行
う
予
定
で
す
。

①
漢
点
字
講
習
会
：
一
昨
年
か
ら
、
横
浜
市
の
ご
後
援
を
い
た

だ
い
て
、
漢
点
字
の
講
習
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
そ
の
三
年
目
に
入
り
ま
す
。

漢
点
字
を
学
ん
で
、
漢
字
の
世
界
に
歩
を
進
め
た
い
と
希
望

さ
れ
る
視
覚
障
害
者
の
方
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
方
が
周

辺

に
お
ら
れ
る
方
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
お
子
様
を
お
持
ち

の
親

御
様
、
点
訳
・
音
訳
活
動
か
ら
漢
点
字
に
関
心
を
お
持

ち
下
さ

っ
た
皆
様
は
、
以
下
の
要
領
に
従
っ
て
、
ご
受
講
下

さ
い
。

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

名
称
：
漢
点
字
講
習
会

主
催
：
横
浜
漢
点
字
羽
化
の
会

－１９ －
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共
催
：
ト
ー
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
（
Ｔ
Ｈ
Ｎ
）
２
１

後
援
：

横
浜
市

講
習
の
進
め
方
：

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
テ
キ
ス
ト
に
従
っ
て
、

通
信
制
を
基
本
に
学
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
。
隔
月
に
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
行
っ

て
、
疑
問
等
に
お
答
え
し
ま
す
。

日
程
：

第
一
回
ス
ク
ー
リ
ン
グ
、
二
〇
〇
五
年
五
月
十
五

日
（
日
）
、１

４
：
０
０

～１
６

：０
０

。

当
日
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
予
定
で
す
。

そ
の
後
、
隔
月
に
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
行
っ
て
、
漢

字
の
世
界
に
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

会
場
：

横
浜
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
コ
ー
ナ
ー
（
横
浜
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
八

Ｆ
、
Ｊ
Ｒ
・
市
営
地
下
鉄
・
桜
木
町
駅
下
車
）

費
用
：

テ
キ
ス
ト
代
三
千
円

漢
点
字
用
懐
中
定
規
三
千
九
十
円

会
費
六
ヵ
月
分
千
八
百
円

計
七
千
八
百
九
十
円
。

お
申
し
込
み
：

四
月
二
十
日
（
水
）
ま
で
に
、

電
話０

３

‐３
６
１
３

‐３
１
６
０

か
、

Ｅ

‐Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｌ

で
お
願
い
致
し
ま
す
。

②
会
員
募
集
、
漢
点
字
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
：
本
会
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
の
漢
点
字
訳
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
を
お
使
い
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
関
心
を

お
持
ち
の
方
、
是
非

お
仲
間
に
お
入
り
下
さ
い
。

日
程
：

初
回
・
六
月
十
五
日
（
水
）

二
回
・
六
月
二
十
二
日
（
水
）

三
回
・
六
月
二
十
九
日
（
水
）

四
回
・
七
月
六
日
（
水
）

全
四
回
・
毎
週
水
曜
日

時
間
・１

３

：３
０

～１
５

：３
０

詳
細
は
次
号
に
て
。

Ｅ

‐Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｌ
：
e
i
b
_
o
k
a
d
a
@
y
b
b
.
n
e
.
j
p

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：
h
t
t
p
:
/
/
u
k
a
n
o
k
a
i
.
w
e
b
.
i
n
f
o
s
e
e
k
.
c
o
.
j
p

編
集
後
記

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い

ま
す
、
皆
様
お
体
を
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

次
回
の
発
行
は
四
月
十
五
日
で
す
。

宇
田
川
幸
子

※
本
誌
（
活
字
版
・
テ
ー
プ
版
・
デ
ィ
ス
ク
版
）
の
無
断
転

載
は
か
た
く
お
断
り
し
ま
す
。

表
紙
絵

岡

稲
子


